
資料３

評価基準

①
姿勢や事業への理
解力

・事業の目的を十分に理解しているか。
・事業への意欲、熱意が感じられるか。
・対象者への理解や配慮の姿勢がみられるか。

②
【メニュー作成】地域団体等が交流内容を具体的にイメージでき、新
たにトライしてみようというきっかけになるような活動と認められる
か。

10

③

【メニュー作成】
これまでにまったく交流活動に取り組んだことがない場合、交流活動
に取り組んだ経験はあるが、更に新たな取組みを行いたい場合の双方
で活用できるよう幅広い内容と認められるか。

10

④
【伴走支援】支援の各段階に応じて、必要な打合せや調整などの項目
を明確にすることにより、地域団体に対する細やかなサポートが可能
と認められるか。

20

⑤

【伴走支援】地域における交流活動の運営支援において、活動に参加
する講師（在住外国人コミュニティに属する人や外国人支援団体関係
者など）との調整等支援を行うため、こうした協力を得られる関係
者、関係機関とのネットワークを有していると認められるか。

10

⑥
事業実施の体制や
事業実績

・本業務を円滑に遂行できると認められる十分な知識・経験等を有し
ている人員が確保されているか。
・過去の経験や実績をどのように生かすか、具体的かつ合理的な説明
と認められるか。

⑦ 計画的な業務遂行
・分かりやすい業務工程（案）が提案されているか。ポイントをおさ
えており、実現可能性が高いと認められるか。

⑧ 見積書 ・経費の積算は妥当で提案内容とバランスが取れているか。

⑨ 地場企業 ・地場企業であるか。

合計 100

企画構想力及び事
業推進力

50

Ⅳ　費用等

5

Ⅲ　実施体制

10

10

10

Ⅱ　業務内容

令和８年度地域における外国人住民との交流支援事業伴走支援等実施業務委託

評価項目 配点
Ⅰ　基本事項

15

提案競技審査基準
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